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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月23日(2015.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）１０～４０質量％のポリ（フェニレンエーテル）－ポリシロキサンコポリマーと
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、
　（ｂ）５～２５質量％の、アルケニル芳香族化合物と共役ジエンとの水素化ブロックコ
ポリマーと、
　（ｃ）０～１０質量％のポリブテンと、
　（ｄ）３０～６０質量％の水酸化マグネシウムと、
　（ｅ）０～１０質量％の抗紫外線剤と、
　（ｆ）１～４０質量％の、エチレンとＣ３－Ｃ１２α－オレフィンとのコポリマーと、
　（ｇ）０～３０質量％のポリオレフィンホモポリマーと、
を含み、前記ポリ（フェニレンエーテル）－ポリシロキサンコポリマーは、ポリ（フェニ
レンエーテル）ホモポリマーとポリ（フェニレンエーテル）－ポリシロキサンブロックコ
ポリマーとの混合物であることを特徴とするポリマー組成物。
【請求項２】
　前記ポリ（フェニレンエーテル）－ポリシロキサンコポリマーの固有粘度は０．３８５
～０．４２５ｄＬ／ｇであり、シロキサン取り込み量は４～６％であることを特徴とする
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ポリ（フェニレンエーテル）ブロックは、下記の構造
【化１】

を有するフェニレン単位を含み、前記ポリシロキサンブロックは下記の構造
【化２】

を有することを特徴とする請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記抗紫外線剤は、ベンゾトリアゾール型紫外線吸収剤、トリアジン型紫外線吸収剤お
よびヒンダードアミン光安定剤またはこれらの組み合わせから構成される群から選択され
ることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記水酸化マグネシウムは、アミノポリシロキサンで表面処理された高純度水酸化マグ
ネシウムであることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　（ａ）１５～２５質量％のポリ（フェニレンエーテル）－ポリシロキサンコポリマーと
、
　（ｂ）１０～２５質量％の、アルケニル芳香族化合物と共役ジエンとの水素化ブロック
コポリマーと、
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　（ｃ）３～８質量％のポリブテンと、
　（ｄ）３０～４５質量％の水酸化マグネシウムと、
　（ｅ）２～５質量％の抗紫外線剤と、
　（ｆ）１～１０質量％の、エチレンとＣ３－Ｃ１２α－オレフィンとのコポリマーと、
　（ｇ）１～３０質量％のポリオレフィンホモポリマーと、
を含むことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，６－ビス（１－メチル－１－フェ
ニルエチル）フェノール、ポリ（４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－１－
ピペリジンエタノール－アルト－１，４－ブタン二酸）、２－［４，６－ビス（２，４－
ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン－２－イル］－５－（オクチルオキシ）フ
ェノールまたはこれらの混合物から構成される群から選択された、２～５質量％の抗紫外
線剤を含むことを特徴とする請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　２～６質量％のポリオレフィンホモポリマーを含むことを特徴とする請求項７に記載の
組成物。
【請求項９】
　４～８質量％の着色剤をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記着色剤はＴｉＯ２を含むことを特徴とする請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項１に記載の組成物を含むことを特徴とする押出被覆物品。
【請求項１２】
　請求項１に記載の組成物で被覆された電線であることを特徴とする請求項１１に記載の
押出被覆物品。
【請求項１３】
　電気ケーブルまたはプラグを請求項１に記載の組成物で押出塗工するステップを備える
ことを特徴とする電気ケーブルまたはプラグの被覆プロセス。
【請求項１４】
　請求項１に記載の組成物を含むことを特徴とする射出成形物品。
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